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静 文 事 査 結 果 の 要 旨
本研究札 良性髄膜腫において周別田浮腫に関与するNhP19と埠の浮腫因
子との解析を行うことを目的として計画された｡方法は60例のテント上良性髄
膜腫の稀出標本を対象として､年齢､性別1.腫瑳サイズ､pialbloodsupply
の有無､組織重型といった臨床的特徴と､VEGFと肘P19の発現を免疫組織化学的
に施癌摘出前脳帆Ⅰ上の周囲脳浮腫との関係で検討したものである｡そq)結果､
p,主albloodsupplyとVEGFの発現柱､浮腫の有無と程度の指横となるedemaindex
と有意な相関を示した｡また肌P14の発現はedemaindexとの間に相関傾向を蕗
め､pialblood如p.plyの存在とVEGFの発現に有意に相関した.さらにVEGFと
MWT9が共に高発現の脱藩ではedernaindexも有意に高かった｡すなわち本研究
によりkAIト9の発現がVEGFの発現やpi81bloodsupplyの存在に関与し､周圧朋肖
` 浮腫を促進させる可能性が示唆されたものである..
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると静める｡
